
 

   図書館だより 12月     四日市メリノール学院図書館 

12 月に入りました。12 月は「師走
し わ す

」とも言います。その意味や由来
ゆ ら い

について 

は、諸説
しょせつ

ありますが、よく聞く由来
ゆ ら い

は「師匠
ししょう

(お坊さん)が走り回るほど忙
いそが

しい月」

から「師馳
し は

す」⇒「師走
し わ す

」となったというものです。 

今年も昨年に続き、生活の仕方や外出などの行動制限があり不便なことも多か

ったですが、逆に自分を見つめ直す時間を持てたのではないでしょうか。 

様々なツールを利用し、対面
たいめん

せずともリモートで人との交流が行えますが、せっ

かくの「時間」を「外」にではなく「内（自分）」に向けてみるのも良いと思いま

す。その一つのが「読書」です。家族や友人と楽しく過ごす時間と同じく、静かな

1 人の時間も大切にしてください。 

 

＜今月のおすすめ本＞  

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『置
お

かれた場所
ば し ょ

で咲
さ

きなさい』   渡辺
わたなべ

和子
か ず こ

/著   幻
げん

冬舎
とうしゃ

/刊 

4 年半前に出版され、当時ベストセラーになった本です。著者は、S r
シスター

.渡辺
わたなべ

和子
か ず こ

です。ノートルダム清心
せいしん

女子大学（岡山）の学長・理事長を務
つと

められた方

です。そのようなプロフィールから「堅苦
かたくる

しいことや小難
こむずか

しいことが書いてあ

るのではないか」と想像するかもしれません。しかし、書かれていることは簡

単なこと。日常生活の中で「心がけるといいよね」ということをわかりやすい

言葉で書かれています。 

今、コロナ禍
か

がもたらす「精神的
せいしんてき

影響
えいきょう

」が問題になっています。様々なスト

レスで気持ちが沈
しず

んだり、自信がなくなり、鬱々
うつうつ

した精神状態が続くと身体に

も様々な影響が出てきます。自己
じ こ

否定
ひ て い

をして「自分なんてちっぽけで、何の役

にも立たない…」なんて考えてしまいがちです。そんな今だからこそ、この本

を手に取って欲しいと思います。「あなたがここにいること」が大切であり、

かけがえのない存在だと教えてくれます。この本の内容が、弱ったあなたの心

を元気にしてくれるかもしれません。 

 

 

 


